


































































































ことはできない。興味のある読者は、Kauppinen 2007, P. M. Churchland 1995, esp. Ch. 6, P. S. Churchland 2011, 



































による正当化）で区別していることが示唆される（例えば、Smetana 1993, Nucci 2001を参照）。こうした研
究は道徳判断の本性などの哲学的問題と関わりがあるので、一部の哲学者はそうした「知見」に基づいて哲
学的理論を展開している（Nichols 2004, Joyce 2006, 134 ― 137）。ただし、この「知見」は近年批判を受けてい








































































































ては、例えばDevitt & Sterelny 1999, Ch. 15を参照。
（11）  実際には、一部の哲学者―実験哲学者―は道徳判断に関して心理学的調査や実験を自分の手で行ってい


































































（13）  メタ倫理学の概説としては、例えば、Miller 2013を参照。
（14）  より厳密な認知主義と非認知主義の定義については、鈴木2013を参照。
（15）  哲学における信念や欲求の本性の議論については、それぞれSchwitzgebel 2011とT. Schroeder 2009を参照。






































































（19）  概念分析とその批判については、例えば、Juhl & Loomis 2009とその引用文献を参照。







































































































































（25）  これは基本的にBoyd 1989の路線である。ただし、Boydは心的表象の次元ではなく言語の次元で議論し
ている。

































（27）  この様な因果説については、例えば、Devitt & Sterelny 1999, Ch. 3fを参照。記述説と因果説以外の意味
理論については、ibid. Ch. 7やFodor & Lepore 1991とその引用文献を参照。
（28）  最も有名な批判は、Horgan & Timmons 1992の思考実験に基づく議論である。この議論については、例えば、





























































（29）  最新の展開については、Schroeder 2008やGibbard 2013, Appendix 2を参照。
（30）  更なる検討については、Schroeder 2009, Erickson 2009を参照。


















判断は信念と欲求の両方の機能を持つのだ、と論じることも可能である（e.g. McDowell 1998, 















合理性といった付加的条件を満たしていない）と反論する（32） 。またT. Schroeder 2004は、脳科
























 　これに対して、17 ― 18世紀の英国の道徳感理論（moral sense theory）をとる哲学者の一部―





（34）  西欧の18世紀迄の情動と道徳の関係に関する学説については、Schmitter 2010とその引用文献を参照。
（35）  この領域の研究に関しては、柘植2003やその引用文献を参照。


































（37）  ここでは字数の関係で議論できない、Slote 2010の共感（empathy）に基づく道徳判断の理論とその問題
については、Suzuki 2012を参照。

































（40）  Gibbardは更に細かい分析をしているが（1990: 47 ― 48）、ここではその詳細は関係ないので簡単な形で記
している。






























（42）  Gibbard 1990自身が上記のような問題を気にして検討している（Ch. 7, esp. 128f）。D’Arms 2005も参照。
（43）  循環の問題についてはWiggins 1987, §8を、相対性の問題についてはWiggins 1987, §9 ― 11、そしてその
注を参照。
（44）  McDowellとWigginsの理論とその問題については、D’Arms & Jacobson 2006を参照。
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 8．道徳判断の条件（6）：道徳判断と理性（理由、合理性） 

















する理由を持つという判断を含意する（e.g. Robertson 2010: 436） 
 ●　 価値―理由の概念的繋がり：ある事物Xがそれ自体として価値があるという判断は、Xに
対して一定の反応（例えば、欲求するという反応）をする理由があるという判断と同義であ




るだろうという判断と同義である（Smith 1994: 184） 
 どの分析にも支持者がいるが、反対者も多い。この議論は、反対者が一見して反例となるもの
































みえる。合理性と理由との関係について詳しくは、例えばCullity & Gaut 1997, Kolodny 2005, Broome 2013を
参照。
































（49）  Cullity & Gaut 1997, Kauppinen 2007, Millgram 2001, Wallace 2008, Schroeder 2007, Broome 2013等を参照。
ただし、哲学者の中には、理由の概念を根本的であるがゆえに言葉では説明不能だとみなす人々も多数いる
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